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こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災

で
被
災
さ
れ
た
多
く
の
方
々
に

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
芝
蘭

会
会
員
の
方
々
も
お
ら
れ
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
に
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と

存
じ
ま
す
が
、
京
大
病
院
で

は
今
後
も
、
多
方
面
か
ら
の

援
助
を
全
力
で
継
続
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
東
日

本
大
震
災
の
救
援
に
携
わ
って

お
ら
れ
る
多
く
の
芝
蘭
会
会

員
の
方
々
に
、
敬
意
を
表
し
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
52
年
医
学
部

卒
業
後
、
京
都
大
学
胸
部
疾

患
研
究
所
臨
床
生
理
学
に
入

局
。
兵
庫
県
立
塚
口
病
院
勤

務
を
経
て
、
昭
和
61
年
よ
り

京
都
大
学
胸
部
疾
患
研
究
所

講
師
・
助
教
授
と
し
て
勤
務
。

平
成
10
年
の
改
組
に
伴
っ
た

京
都
大
学
医
学
部
附
属
病
院

理
学
療
法
部
へ
の
転
任
を
経

て
、
平
成
12
年
よ
り
呼
吸
器

内
科
学
教
授
を
務
め
て
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
の
４
月
よ

り
、
中
村
孝
志
先
生
の
後
任

と
し
て
京
大
病
院
病
院
長
に

就
任
し
ま
し
た
。
芝
蘭
会
の

皆
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借
り

京
大
病
院
病
院
長  

三
嶋 

理
晃

スタッフと力合わせ

さらなる飛躍めざす
就任あいさつ

し
て
ご
あ
い
さ
つ
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　

ま
ず
、
執
行
部
の
メ
ン
バ

ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
副
院

長
と
し
て
、
診
療
担
当
・
坂

田
隆
三
教
授
、
経
営
担
当
・

稲
垣
暢
也
教
授
、
研
究
教
育

担
当
・
上
本
伸
二
教
授
、
医

療
安
全
・
一
山
智
教
授
の
４

人
、
院
長
補
佐
と
し
て
、
吉

原
博
幸
教
授
、
平
家
俊
男
教

授
、
坪
山
直
生
人
間
健
康
科

学
科
長
、
秋
山
智
弥
看
護
部

長
、
加
藤
健
事
務
部
長
の
５

人
、
私
を
含
め
て
10
人
の
陣

容
で
す
。 

　

私
ど
も
は
、
京
大
病
院
の

掲
げ
て
い
る
三
つ
の
目
標
す
な

わ
ち
、「
患
者
中
心
の
開
か
れ

た
病
院
と
し
て
安
全
で
質
の
高

い
医
療
を
提
供
す
る
」、「
新

し
い
医
療
の
開
発
と
実
践
を

通
し
て
、
社
会
に
貢
献
す
る
」

「
専
門
家
と
し
て
の
責
任
と

使
命
を
自
覚
し
、
人
間
性
豊

か
な
医
療
人
を
育
成
す
る
」

の
実
現
を
引
き
続
き
目
指
し

て
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
抱
負
を
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
ず
、
経
営
的
面

で
す
。
平
成
21
年
度
ま
で
は
、

毎
年
５
億
円
の
赤
字
で
し
た

が
、
平
成
22
年
度
に
は
収
支

が
均
衡
す
る
ま
で
に
な
り
ま

し
た
。
昨
年
、
手
術
料
の
増

加
を
含
む
保
険
点
数
改
定
が

追
い
風
と
な
っ
た
こ
と
は
確
か

で
す
。
し
か
し
、
昨
年
は
積

貞
棟
の
移
転
に
伴
って
半
年
に

わ
た
る
各
病
棟
の
大
再
編
・

移
転
事
業
が
あ
り
、
稼
働
率

の
低
下
が
危
惧
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
同
時
に
作
ら
れ

た
ベ
ッ
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
Ｂ
Ｃ
Ｃ
）
が
う
ま

く
機
能
し
て
、
稼
働
率
が
維

持
さ
れ
た
の
が
大
き
い
と
思
い

ま
す
。
中
村
前
病
院
長
を
中

心
と
し
て
職
員
全
員
が一致
団

結
し
た
成
果
と
考
え
ま
す
。

た
だ
、
最
近
ベッ
ド
が
か
な
り

混
ん
で
お
り
、
ス
タッフ
の
方
々

の
疲
弊
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
、
経
営
改
善
の
努
力

を
続
け
て
、
そ
の
成
果
を
職

　

こ
の
た
び
の
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
同
時
に
、
被
災
地
域
の
一
日

も
早
い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
は
、
か
つ
て
わ

が
国
が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
未

曾
有
の
大
地
震
、
大
津
波
、
原
発

事
故
と
な
り
、
深
刻
な
大
災
害
を

も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に

よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
岩
手

県
、
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県

地
域
に
は
53
名
の
「
芝
蘭
会
」
会

員
の
方
が
お
住
ま
い
に
な
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
幸
い
に
も
、
会
員
の

中
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
は
な
い

よ
う
で
す
が
、
特
に
大
津
波
に
よ

り
壊
滅
的
な
被
害
を
被
っ
た
地
区

に
は
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
数

名
の
先
生
方
が
お
い
で
に
な
り
ま

す
。

　

こ
う
し
た
中
、
芝
蘭
会
で
は
３

月
18
日
に
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福

島
県
、
茨
城
県
地
域
に
お
住
ま
い

の
会
員
の
方
に
お
見
舞
い
の
手
紙

を
出
し
、
会
員
の
方
の
被
害
の
状

況
把
握
と
芝
蘭
会
と
し
て
で
き
る

可
能
な
支
援
に
つ
い
て
申
し
出
を

い
た
し
ま
し
た
。（
２
面
に
全
文

別
掲
）

　

す
で
に
、医
学
研
究
科
で
は
「
東

日
本
大
震
災
基
金
」
を
設
置
し
て

教
職
員
へ
寄
附
の
呼
び
か
け
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
附
属
病

院
で
は
災
害
医
療
チ
ー
ム
（
Ｄ
Ｍ

Ａ
Ｔ
）
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
被

災
地
の
重
症
患
者
の
受
入
体
制
の

検
討
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

い
ま
、
芝
蘭
会
で
は
会
員
の
被

災
状
況
に
つ
い
て
の
把
握
を
急
い

で
お
り
ま
す
。
会
員
の
皆
さ
ま
で

お
知
り
合
い
の
方
、
同
級
生
の
方

で
具
体
的
な
情
報
を
お
持
ち
の
方

は
芝
蘭
会
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
支
援
策
に
つ

い
て
ご
要
望
、
ご
意
見
な
ど
を
芝

蘭
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

　

被
害
の
規
模
か
ら
し
て
復
旧
・

復
興
の
取
り
組
み
も
長
期
に
わ
た

る
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
芝
蘭

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
京
都
大
学

医
学
部
、
附
属
病
院
と
連
携
し
、

で
き
る
限
り
支
援
を
い
た
す
所
存

で
す
の
で
、「
芝
蘭
会
」
会
員
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
31
日

　

芝
蘭
会

　
　

現
会
長　

光
山　

正
雄

　
　

次
期
会
長　

湊　
　

長
博

東日本大震災の被災者に
心からお見舞い申しあげます

芝蘭会会員への支援協力のお願い

情報・ご意見は下記芝蘭会事務局へ
お願いいたします。

Tel.075-771-0958/075-752-4013 Fax.075-752-4015
E-mail．info@shirankai.or.jp

員
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
の
向
上
に

結
び
付
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

　

診
療
面
で
す
が
、
京
大
に

は
多
く
の
優
れ
た
医
療
資
源

が
あ
り
ま
す
。「
京
大
が
ん

セ
ン
タ
ー
」
は
、
総
合
大
学

と
し
て
発
足
し
た
初
め
て
の
セ

ン
タ
ー
で
す
。
各
診
療
科
が

共
同
し
て
横
断
的
に
診
療
す

る
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

各
臓
器
で
内
科
・
外
科
・
放

射
線
科
が
合
同
し
て
ユ
ニッ
ト

外
来
を
行
って
い
ま
す
。
積
貞

棟
1
階
の
外
来
化
学
療
法
部

と
２
階
の
が
ん
集
約
治
療
病

棟
が
中
心
と
な
っ
て
が
ん
治

療
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
が
ん
緩
和
医
療
チ

ー
ム
は
「
が
ん
」
を
宣
告
さ

れ
た
当
初
か
ら
精
神
的
・
身

体
的
な
ケ
ア
に
あ
た
る
と
い
う

も
の
で
、
大
変
評
判
に
な
っ
て

い
ま
す
。
今
後
「
京
大
が
ん

セ
ン
タ
ー
」
の
診
療
・
研
究
が

よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

に
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
・
事
務
組

織
全
体
を
恒
常
的
な
組
織
と

し
て
ま
と
め
あ
げ
る
必
要
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
「
臓
器
移
植
チ
ー
ム
」
は
、

肝
移
植
な
ど
腹
部
臓
器
移
植

で
多
く
の
実
績
を
上
げ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
数
年
、
肺

移
植
が
多
く
な
り
、
優
れ
た

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。
ま

た
近
々
心
臓
移
植
が
開
始
さ

れ
ま
す
。
昨
年
の
脳
死
移
植

法
改
正
に
伴
っ
て
脳
死
移
植

が
急
増
し
つ
つ
あ
り
、
緊
急

手
術
で
あ
る
脳
死
移
植
を
予

定
手
術
の
中
に
ど
の
よ
う
に

円
滑
に
組
み
入
れ
る
か
、
負

担
の
増
す
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る

か
な
ど
の
問
題
を
解
決
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

　

近
年
の
医
学
の
進
歩
に
か

か
わ
ら
ず
未
だ
に
有
効
な
治

療
法
の
な
い
疾
患
は
多
く
、

こ
れ
ら
に
対
し
て
新
規
薬
物

を
創
出
す
る
こ
と
は
医
学
の

使
命
の
一
つ
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
、
薬
作
り
は

製
薬
企
業
に
任
さ
れ
て
来
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
現
在
、
多

く
の
製
薬
企
業
は
、
創
薬
の

効
率
低
下
に
苦
し
ん
で
お

り
、
そ
の
打
開
策
の
一
つ
と

し
て
、
大
学
医
学
部
と
企
業

が
共
同
で
医
学
研
究
と
臨
床

知
見
を
積
極
的
に
創
薬
に
活

か
す
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
試
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。　
　

　

京
都
大
学
医
学
研
究
科
で

は
、
平
成
19
年
よ
り
創
薬
の

産
学
官
連
携
モ
デ
ル
と
し
て

ア
ス
テ
ラ
ス
製
薬
株
式
会
社

と
「
次
世
代
免
疫
制
御
を
目

指
す
創
薬
医
学
融
合
拠
点
」

（
略
称
「
Ａ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」）を
実
施
し
、イ
コ
ー
ル
・

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
基
づ

た
、
i
P
S
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
臓
器
再
生
と
希
少
疾

患
の
病
態
解
析
を
目
指
し
て

「
i
P
S
診
療
部
」
を
発
足

さ
せ
る
予
定
で
す
。
i
P
S

の
臨
床
応
用
の
実
現
に
向
け

て
、
現
在
ル
ー
ル
作
り
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

教
育
に
関
し
て
、
学
部
教

育
と
初
期
研
修
教
育
の
整
合

性
の
確
保
、
近
々
予
想
さ
れ

る
初
期
研
修
医
定
数
の
激
減

へ
の
対
応
、
若
い
医
師
の
関

係
病
院
間
の
円
滑
な
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
の
確
立
な
ど
多
く

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
課
題
に
関
し
て
は
、
今

年
４
月
に
教
育
担
当
と
し
て

着
任
さ
れ
ま
し
た
医
学
教
育

推
進
セ
ン
タ
ー
の
小
西
靖
彦

教
授
を
中
心
と
し
て
、
医
学

部
と
一
体
と
な
っ
て
対
処
し

た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

研
究
に
関
し
て
は
、
二
つ

の
重
要
な
方
向
性
が
あ
り
ま

す
。
産
官
学
連
携
の
シ
ス
テ

ム
を
よ
り
強
化
す
る
こ
と
と
、

臨
床
研
究
の
推
進
を
よ
り
し

や
す
く
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築

で
す
。
こ
れ
ら
に
関
し
ま
し

て
は
、
探
索
医
療
セ
ン
タ
ー
・

E
B
M
セ
ン
タ
ー
の
機
構
改

革
を
進
め
、
さ
ら
に
、
病
院

構
内
に
今
年
６
月
に
竣
工
予

定
の
５
階
建
て
の
最
先
端
医

療
機
器
臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー

を
そ
の
拠
点
と
し
て
活
用
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

く
運
営
と
知
財
管
理
を
基
本

と
す
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
モ
デ
ル
を
構
築
し
て

き
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
医
学
研
究
科

で
は
前
記
実
績
を
基
に
産
学

連
携
に
よ
る
創
薬
活
動
を
さ

ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め
、
昨

年
12
月
、
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
の
場
と
し
て
「
メ
デ
ィ

カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

本
セ
ン
タ
ー
は
、
大
学
と

企
業
が
人
材
、
資
金
、
知
識
、

運
営
を
融
合
さ
せ
、
知
的
資

産
・
技
術
を
相
互
利
用
す
る

こ
と
で
、
画
期
的
な
新
薬
の

創
出
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
経
費

で
優
秀
な
若
手
医
師
・
研
究

者
を
雇
用
し
彼
ら
が
創
薬
の

現
場
に
参
画
す
る
こ
と
で
新

世
代
の
医
学
研
究
者
・
創
薬

マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
育
成
を
行
な

い
ま
す
。

　

本
セ
ン
タ
ー
で
の
産
学
連

携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

本
年
１
月
に
、
武
田
薬
品
工

業
株
式
会
社
と
「
中
枢
神
経

系
制
御
薬
の
基
礎
・
臨
床
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
略
称

「
Ｔ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）、

同
３
月
に
、
大
日
本
住
友
製

薬
株
式
会
社
と
「
癌
の
悪
性

制
御
に
基
づ
い
た
独
創
的
な

抗
癌
剤
、
診
断
法
及
び
治
療

法
の
創
製
の
た
め
の
研
究
」

（
略
称
「
Ｄ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」）、
田
辺
三
菱
製
薬
株

式
会
社
と
「
慢
性
腎
臓
病
の

革
新
的
治
療
法
を
試
行
す
る

基
礎
・
臨
床
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」（
略
称
「
Ｔ
Ｍ
Ｋ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）、
の
三
つ
が

合
意
さ
れ
、
す
で
に
若
手
研

究
者
（
主
任
研
究
員
）
の
公

募
・
採
用
な
ど
に
着
手
し
て

い
ま
す
。

　

さ
ら
な
る
拠
点
形
成
は
医

学
研
究
科
内
の
「
メ
デ
ィ
カ

ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進

室
」が
推
進
し
て
行
き
ま
す
。

メ
デ
ィ
カ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

医
学
研
究
科
に
設
置

産
学
が
連
携
し
て
創
薬

オープンイノベーション創薬拠点として設置された
「TK プロジェクト」

　

以
上
申
し
ま
し
た
よ
う

に
、
京
大
病
院
に
は
多
く
の

克
服
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
私
は
心
配
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
京

大
病
院
の
各
診
療
科
が一流
の

ス
タ
ッ
フ
陣
か
ら
構
成
さ
れ
、

優
秀
な
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
・

事
務
職
員
が
お
ら
れ
る
か
ら

で
す
。
皆
が
力
を
合
わ
せ
て

京
大
病
院
の
さ
ら
な
る
飛
躍

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
、
私

の
新
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と

も
ご
支
援
・
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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平
成
23
年
４
月

１
日
付
で
、
医
学

研
究
科
医
学
教
育

推
進
セ
ン
タ
ー
の

教
授
に
着
任
い
た

し
ま
し
た
小
西
靖

彦
で
す
。
同
時
に

京
大
病
院
の
総
合

臨
床
教
育
・
研
修

セ
ン
タ
ー
で
、
医

師
臨
床
教
育
・
研

修
部
長
を
兼
務
し
て
い
ま

す
。
芝
蘭
会
の
皆
さ
ま
に
ご

あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
今
後
の
ご
指
導
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

私
は
昭
和
57
年
に
京
都
大

学
を
卒
業
し
、
外
科
学
講
座

に
当
時
で
云
う
〝
入
局
〟
を

し
ま
し
た
。
関
連
病
院
で
研

修
の
の
ち
、
生
体
肝
移
植
の

開
始
直
前
で
熱
気
に
満
ち
た

小
澤
和
惠
教
授
の
大
学
院
に

医
師
の
生
涯
学
習
必
要

さ
ら
な
る
運
動
器
疾
患
の
克
服
を
願って

小
西　

靖
彦

中
村　

孝
志

京
都
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科

医
学
教
育
推
進
セ
ン
タ
ー　

教
授

進
み
ま
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル

ス
校
（
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
）
に
留
学

し
、
肝
移
植
手
術
に
入
り
患

者
さ
ん
の
周
術
期
ケ
ア
に
携

わ
り
な
が
ら
、
臨
床
研
究
を

続
け
た
の
が
良
い
思
い
出
で

す
。卒
後
の
レ
ジ
デ
ン
ト（
日

本
の
初
期
＋
後
期
研
修
医
の

感
覚
で
す
）
と
医
学
生
が
チ

ー
ム
に
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
屋

根
瓦
式
の
教
育
回
診
を
行
っ

て
い
ま
す
。
最
も
感
銘
を
受

け
た
の
は
、
学
生
の
熱
心
な

態
度
で
し
た
。

　

帰
国
後
は
、
大
阪
市
に
あ

る
済
生
会
泉
尾
病
院
に
赴
任

し
ま
し
た
。
た
ま
た
ま
30
代

前
半
で
外
科
の
主
任
医
長
に

な
り
、
自
身
で
手
術
と
診
療

の
責
任
を
負
う
す
ば
ら
し
さ

と
厳
し
さ
を
学
び
ま
し
た
。

当
時
は
自
分
の
こ
と
に
一
生

　

本
年
３
月
末
に
京

都
大
学
を
退
任
し
、

４
月
１
日
よ
り
独
立

行
政
法
人
国
立
病
院

機
構
京
都
医
療
セ
ン

タ
ー
病
院
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。
京

都
大
学
医
学
部
在
職

中
に
皆
さ
ま
か
ら
賜

り
ま
し
た
ご
厚
情
に

心
よ
り
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
が
京
都
大
学
医
学
部
教
授

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
の
が
平

成
７
年
２
月
１
日
で
あ
り
、
阪

神
淡
路
大
震
災
の
２
週
間
余
り

後
で
あ
り
ま
し
た
。
今
回
、
定

年
ま
で
２
年
を
残
し
て
の
退
任

直
前
の
３
月
11
日
に
東
日
本
大

震
災
に
み
ま
わ
れ
、
未
曾
有
の

地
震
と
津
波
、
そ
し
て
原
子
炉

事
故
と
時
代
が
変
わ
る
時
に
退

任
と
な
る
こ
と
に
、
偶
然
と
は

い
え
感
慨
深
い
も
の
が
あ
り
ま

懸
命
で
後
進
を
育
て
る
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

数
年
後
に
副
院
長
と
な
り
管

理
者
の
道
を
歩
み
だ
し
て
か

ら
医
学
教
育
学
会
に
属
し
て

い
ま
す
。
済
生
会
に
は
全
国

で
80
病
院
（
う
ち
臨
床
研
修

病
院
は
40
余
）
あ
り
ま
す
。

平
成
16
年
の
臨
床
研
修
必
修

化
を
契
機
に
、
全
国
済
生
会

で
研
修
病
院
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
私
も
そ
の
委
員
に
な

り
ま
し
た
。
平
成
21
年
か
ら

は
東
京
に
移
り
、
済
生
会
本

部
の
特
別
参
与
と
し
て
済
生

会
全
体
の
医
学
教
育
・
研
修

と
医
療
の
質
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
。
志
を
同
じ
く
す
る

各
病
院
の
教
育
担
当
者
た
ち

の
組
織
づ
く
り
を
通
じ
て
済

生
会
全
体
の
組
織
が
強
固
に

な
る
、
構
成
主
義
的
な
手
法

を
そ
の
中
で
学
び
ま
し
た
。

　

京
都
大
学
に
は
、
多
く
の

す
。

　

教
授
就
任
後
か
ら
新
研
修
医

制
度
が
で
き
る
ま
で
の
10
年
間

は
入
局
者
が
順
調
に
あ
り
、
大

学
と
関
連
病
院
の
連
携
し
た
研

修
シ
ス
テ
ム
も
う
ま
く
機
能
し

て
、
優
れ
た
人
材
が
育
っ
て
き

ま
し
た
。
悩
み
は
、
こ
れ
か
ら

病
院
で
活
躍
を
期
待
さ
れ
た

方
々
が
開
業
に
よ
り
人
事
か
ら

離
れ
て
い
く
こ
と
で
し
た
。
一

方
、
新
研
修
医
制
度
が
始
ま
っ

た
こ
の
６
年
間
は
、
大
学
離
れ

の
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
入
局

者
の
獲
得
、
大
学
と
関
連
病
院

と
の
関
係
の
見
直
し
、
研
修
医

教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
一

介
の
整
形
外
科
の
教
授
に
は
何

と
も
し
が
た
い
と
い
う
感
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
京
都
大
学
は
マ
グ

強
み
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
、

優
秀
な
関
連
病
院
で
す
。
日

本
の
卒
後
医
学
教
育
は
、
平

成
16
年
の
臨
床
研
修
必
修
化

を
契
機
に
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
。
大
学
と
臨
床
研
修
病

院
を
対
立
軸
と
し
て
描
き
、

〝
勝
ち
負
け
〟
が
話
題
に
な

り
が
ち
で
す
が
、
学
生
か
ら

研
修
医
、
さ
ら
に
は
専
門
医

か
ら
指
導
医
へ
と
医
師
の
生

涯
学
習
に
は
終
わ
り
も
境
目

も
あ
り
ま
せ
ん
。
学
生
か
ら

指
導
医
ま
で
一
貫
し
て
医
師

を
育
て
る
た
め
に
、
大
学
と

病
院
と
の
協
力
体
制
の
構
築

は
重
要
な
課
題
で
す
。

　

大
学
と
関
連
病
院
に
は
す

ば
ら
し
い
医
学
者
・
医
師
が

お
ら
れ
ま
す
。
学
生
と
研
修

医
は
医
学
や
医
療
の
世
界
で

先
輩
の
後
ろ
姿
を
見
て
成
長

し
ま
す
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ネ
ッ
ト
病
院
に
相
当
す
る
よ
う

な
優
れ
た
関
連
病
院
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
病
院
と
の
連
携
を
生

か
す
こ
と
で
改
善
の
方
向
が
出

て
く
る
も
の
と
今
は
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
大
学
で
の
研
修

は
医
師
に
と
っ
て
は
不
可
欠
と

考
え
て
お
り
、
い
ず
れ
研
修
制

度
の
改
革
も
な
さ
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

京
都
大
学
医
学
部
整
形
外
科

学
教
室
は
１
９
０
６
年
に
創
設

さ
れ
、
私
は
七
代
目
の
教
授
に

な
り
ま
す
。
従
っ
て
在
任
中
に

教
室
開
講
百
周
年
を
迎
え
、
関

係
者
に
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、

祝
賀
会
を
京
都
大
学
百
周
年
時

計
台
記
念
館
で
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
翌
年

に
は
日
本
整
形
外
科
学
会
を
主

催
し
、在
任
16
年
間
の
中
で
も
、

印
象
に
強
く
残
っ
た
も
の
で
し

た
。
こ
の
際
は
教
室
の
歴
史
を

顧
み
る
機
会
と
な
り
、
創
設
期

ナ
リ
ズ
ム
を
身
に
着
け
行
動

変
容
す
る
様
は
、
時
代
が
移

れ
ど
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
の
力
を
お
借
り
し
て
、

若
い
人
た
ち
の
成
長
を
助
け

る
の
が
私
の
仕
事
で
す
。
大

学
に
は
、
教
育
・
研
究
・
臨

床
の
柱
が
あ
り
ま
す
。
教
育

に
つ
い
て
は
、
そ
の
業
績
評

価
の
仕
組
み
が
必
須
で
す
。

教
授
会
を
中
心
に
そ
れ
を
作

る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
だ
と
考

え
ま
す
。

　

京
都
大
学
に
は
、〝
自
由

の
学
風
〟
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
自
由
に
は
重
い
責
任
を

伴
い
ま
す
。
京
都
大
学
の
学

生
・
研
修
医
諸
君
は
、
京
都

大
学
で
学
べ
る
こ
と
の
意
義

を
再
度
確
認
し
、
自
律
的
に

学
習
す
る
習
慣
を
身
に
着
け

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
た

ち
は
学
習
の
支
援
を
積
極
的

に
行
い
ま
す
。

や
戦
中
戦
後
の
混
乱
期
で
の
ご

苦
労
は
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た

か
と
い
う
思
い
を
強
く
持
ち
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
現
在
の
整
形
外
科

の
課
題
も
教
室
員
一
丸
と
な
れ

ば
打
破
で
き
る
は
ず
と
勇
気
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

教
室
の
臨
床
は
専
門
領
域
に

別
れ
て
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
領
域
で
の
研
究

は
新
し
い
人
工
股
関
節
や
膝
関

節
の
開
発
、
高
位
頸
椎
の
解
剖

と
術
式
，
吸
収
性
材
の
開
発
と

応
用
、
骨
壊
死
に
対
す
る
新
し

い
治
療
、
骨
軟
骨
移
植
術
の
改

善
な
ど
各
領
域
の
担
当
医
の
奮

闘
で
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

退
任
前
に
は
病
院
に
リ
ウ
マ

チ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と

が
決
ま
り
、
そ
れ
を
支
え
る
も

の
と
し
て
、
臨
床
免
疫
内
科
と

　

医
学
教
育
と
は
あ
る
一
部

門
の
み
が
引
き
受
け
る
性
質

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
は
学
習
者
の
支
援
の
た

め
に
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を

私
た
ち
指
導
者
す
べ
て
が
学

ぶ
こ
と
で
す
。
従
っ
て
〝
教

育
と
は
本
質
的
に
学
習
活
動

〟
で
す
。
７
年
前
に
創
設
さ

れ
た
「
医
学
教
育
推
進
セ
ン

タ
ー
」の
先
見
的
な
使
命
は
、

今
も
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
セ
ン
タ
ー
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
学
生
・
医
師
・

教
員
・
指
導
医
が
生
涯
学
習

す
る
場
を
作
り
出
す
こ
と
で

す
。

共
同
で
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
制

御
学
講
座
を
発
足
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
寄
附
講
座
で

す
が
、
今
後
の
発
展
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
在
任
の
最
後
の
３
年

間
は
、
病
院
長
を
経
験
さ
せ
い

た
だ
き
ま
し
た
。
就
任
し
て
の

課
題
は
、
積
貞
棟
へ
の
移
転
で

あ
り
、
小
西
、
三
嶋
両
副
院
長

を
中
心
に
、
医
師
は
も
と
よ
り

看
護
部
と
事
務
部
の
全
面
的
な

協
力
を
得
て
、
ス
ム
ー
ズ
に
移

転
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
う
一
つ
の
課
題
は
研
究
室
の

確
保
で
し
た
。
幸
い
に
平
成
21

年
度
の
補
正
で
経
産
省
に
申
請

し
た
先
端
医
療
機
器
開
発
・
臨

床
研
究
セ
ン
タ
ー
の
建
物
の
予

算
が
付
き
、
着
工
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
病
棟
７
階
、
８
階

を
研
究
棟
へ
改
築
す
る
こ
と
が

で
き
、
南
西
病
棟
と
旧
産
婦
人

科
病
棟
か
ら
４
講
座
が
移
転
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

３
年
間
、
無
事
に
病
院
長
を
務

め
ら
れ
た
の
は
、
執
行
部
の
先

生
方
を
筆
頭
に
京
大
病
院
の
す

べ
て
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
と
ご

支
援
の
た
ま
も
の
と
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
よ
り
の
京
都
医
療
セ
ン

タ
ー
院
長
の
職
は
、
役
割
の
異

な
っ
た
病
院
で
の
勤
務
で
あ

り
、
一
か
ら
の
勉
強
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
芝
蘭

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
い
っ
そ
う

の
ご
支
援
を
お
願
い
し
て
、
退

任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
病
院
長

新任あいさつ

退任あいさつ

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
地
域

に
お
住
ま
い
の
芝
蘭
会
会
員
の
皆
様
に
心

よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
同
時

に
、
被
災
地
域
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
致
し
ま
す
。

　

会
員
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

被
災
地
に
お
い
て
被
災
者
の
救
護
、
治
療

活
動
に
日
夜
ご
尽
力
頂
い
て
い
る
こ
と
と

存
じ
、
ま
た
、
震
災
の
影
響
に
よ
る
困
難

の
中
で
診
療
に
従
事
さ
れ
ご
活
躍
頂
い
て

い
る
こ
と
と
拝
察
致
し
ま
す
。
こ
の
未
曾

有
の
災
害
の
も
と
、
医
療
活
動
に
あ
た
っ

て
お
ら
れ
ま
す
先
生
方
に
心
よ
り
敬
意
を

表
し
ま
す
。

　

日
を
追
っ
て
被
災
の
規
模
が
如
何
に
大

き
い
も
の
で
あ
る
か
が
明
ら
か
に
な
り
、

多
数
の
被
災
者
が
今
後
長
期
に
わ
た
る
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
地
域
住
民

の
命
と
健
康
を
守
る
医
療
関
係
者
の
活
動

は
何
に
も
増
し
て
重
要
と
なって
お
り
ま
す
。

　

芝
蘭
会
と
致
し
ま
し
て
も
京
都
大
学
医

学
部
、
附
属
病
院
と
連
携
し
、
出
来
る
限

り
の
支
援
を
致
す
所
存
で
す
が
、
芝
蘭
会

と
し
て
出
来
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら

何
な
り
と
お
申
し
付
け
下
さ
い
。

　

ま
た
、
も
し
も
直
接
の
被
害
を
お
受
け

に
な
ら
れ
た
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
ご
一
報
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
ご
自
愛
の

う
え
、
被
災
者
、
地
域
住
民
の
診
療
活
動

に
あ
た
ら
れ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
ら

れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
23
年
３
月
18
日

　
　

社
団
法
人　

芝
蘭
会

　
　
　
　

会　

長　

光
山　

正
雄

　
　
　
　

副
会
長　

中
村　

孝
志

　
　
　
　

副
会
長　

武
田　

隆
男

岩手、宮城、福島、茨城各県の芝蘭会会員の皆様へ
東日本大震災被害に、できる限り支援

挨拶を行う中村病院長講演を行う田中 誠先生

　

同
懇
話
会
は
、
地
域
医
療
と
の

連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
医
師
等
の
先
生

と
京
大
病
院
診
療
科
長
等
と
の
意

見
交
換
及
び
京
大
病
院
か
ら
の
情

京大病院臨床懇話会 学内外から115名参加
地域医療連携を考える

　

平
成
23
年
３
月
13
日
、「
平
成

22
年
度
京
大
病
院
臨
床
懇
話
会
」

が
芝
蘭
会
館
で
開
催
さ
れ
、
学
内

外
か
ら
１
１
５
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

報
提
供
の
場
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
今
回
で
14
回
目

と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
中
村
病
院
長
及
び
京

都
内
科
医
会
顧
問
の
西
先
生
の
挨

拶
の
あ
と
、
新
任
の
髙
折
教
授
、

羽
賀
教
授
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
挨
拶
・

講
演
が
あ
り
、
続
い
て
、
宮
本
教

授
か
ら
「
脳
卒
中
地
域
連
携
に
つ

い
て
」
と
し
て
病
院
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
急
性
期
に
お
け
る

京
大
病
院
と
在
宅
医
療
を
つ
な

ぐ
」と
い
う
全
体
テ
ー
マ
に
よ
り
、

髙
折
教
授
か
ら
「
地
域
医
療
と
し

て
の
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
に
つ
い
て
」、

陳
教
授
か
ら
「
呼
吸
不
全
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
を
含
む
）に
つ
い
て
」、京
都
・

た
な
か
往
診
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の

田
中
先
生
か
ら
「
生
活
を
支
え
る

在
宅
医
療
～
在
宅
移
行
を
可
能
に

す
る
た
め
に
は
」
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た

懇
親
会
に
お
い
て
、
京
大
病
院
診

療
科
長
に
よ
る
各
診
療
科
紹
介
の

あ
と
、
出
席
い
た
だ
い
た
医
療
機

関
の
先
生
方
と
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま

し
た
。
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京
都
大
学
医
学
部

校
友
会
・
教
育
研
究
支
援
基
金

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
だ
よ
り

事務局
〒 606-8501

京都市左京区吉田近衛町
京都大学医学部学生会館内

Tel.075-761-2467
Fax.075-752-1528

Mail-Address:
kyoto-kms-fund@office.

med.kyoto-u.ac.jp

時
計
塔
に
京
都
の
季
節
を
感
じ
て

　

念
願
の
学
生
会
館
が
完
成

し
、
い
よ
い
よ
本
格
利
用
が

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
23
の

ク
ラ
ブ
が
学
生
会
館
に
部
室

を
構
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

学
生
会
館
に
は
、
24
時
間
利

用
可
能
な
学
習
室
や
集
会
室
、

多
目
的
室
も
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の

部
屋
の
調
度
品
も
か
な
り
整

備
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の

学
生
会
館
建
築
は
、
成
宮
教

授
、
中
尾
教
授
の
ご
熱
意
に

よって
平
成
19
年
３
月
に
発
足

し
た
京
都
大
学
医
学
部
教
育

研
究
支
援
基
金 

（
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
）
が
行
う
教
育
研
究

支
援
事
業
の
最
初
の
大
き
な
、

そ
し
て
象
徴
的
な
活
動
で
す
。

職
員
の
皆
さ
ま
方
の
暖
か
い
ご

支
援
の
賜
物
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

校
友
会
の
活
動
で
す
が
、

例
年
、
卒
業
式
並
び
に
入
学

式
の
後
に
開
催
し
て
お
り
ま

す
「
卒
業
祝
賀
会
」「
入
学

祝
賀
会
」
を
、
こ
の
た
び
の

東
日
本
大
震
災
に
際
し
ま
し

て
、「
卒
業
記
念
懇
談
会
」「
入

学
記
念
懇
談
会
」
と
い
う
形

で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

卒
業
生
や
新
入
生
の
門
出
を

さ
さ
や
か
な
が
ら
お
祝
い
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
５

月
３
日
に
は
例
年
通
り
、
校

友
会
総
会
・
講
演
会
を
開
催

　

平
成
19
年
春
に
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
、

４
回
目
の
春
を
迎
え
ま
し
た
。

前
号
の
芝
蘭
会
報
で
お
伝
え

し
ま
し
た
よ
う
に
、
昨
年
11

月
14
日
に
は
、
念
願
の
医
学

部
学
生
会
館
の
竣
工
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

す
ば
ら
し
い
学
生
会
館
に
お
い

て
、
医
学
部
学
生
は
勉
学
に

勤
し
む
と
同
時
に
有
意
義
な

課
外
活
動
を
送
り
、
早
速
そ

の
恩
恵
を
享
受
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
校

友
会
を
は
じ
め
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
い
た
芝
蘭
会
並
び
に
教

寄
附
、よ
り
一
層
協
力
を

KMS-FUND 委員長

血
液
・
腫
瘍
内
科
学

教
授　

高
折　

晃
史

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
井
村
裕

夫
名
誉
教
授
に
特
別
講
演
を

お
願
い
い
た
し
、
多
数
の

方
々
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
委
員
会
は
、
本
年

１
月
よ
り
、
眼
科
学
の
吉

村
長
久
教
授
を
委
員
長
と
し

て
、
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー

ト
し
、「
校
友
会
の
お
世
話

役
と
し
て
」
私
高
折
と
、
薬

剤
疫
学
の
川
上
浩
司
教
授
が

担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も

皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
寄
附
金
に
関
し
ま
し
て

は
、
図
１
・
２
に
示
し
ま
す

よ
う
に
、
平
成
23
年
４
月
18

日
現
在
、
寄
附
金
申
込
人
数

は
１
３
３
６
名
、
申
込
金
額

は
２
億
３
０
４
５
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
昨
年
度
１
月
に

ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か

ら
、
こ
の
１
年
３
カ
月
で
、
人

数
に
し
て
約
２
７
０
名
、
金
額

に
し
て
約
６
０
０
０
万
円
と
人

数
・
金
額
と
も
に
順
調
に
伸
び

て
お
り
、
皆
さ
ま
方
の
厚
い
ご

支
援
に
対
し
感
謝
の
念
に
堪

え
ま
せ
ん
。
一方
で
、
念
願
の

学
生
会
館
は
竣
工
し
た
と
は
い

え
、
多
く
の
未
完
成
部
分
を

残
し
て
お
り
、
大
学
本
部
か

ら
の
借
入
金
も
残
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
完
成
に
向
け
た

今
後
の
追
加
工
事
等
を
考
え

る
と
、
財
政
的
に
は
未
だ
非

常
に
厳
し
い
状
態
が
続
い
て
お

り
ま
す
。
引
き
続
き
、
校
友

会
会
員
、
ま
た
芝
蘭
会
会
員

の
皆
さ
ま
の
よ
り
多
く
の
ご
支

援
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

※いずれも４月 18 日現在

医学部生
24名
1.8%

〔 図 1 〕

〔 図 2 〕

一般
8名
0.6%

医学科父母
395名
29.6%

芝蘭会員・OB
646名
48.4％

人間健康科学科
父母
74名
5.5%

教職員
189名
5.5%

申込人数
合計1336名

医学部生
116.2万円
0.5%

一般
1,054万円

4.6%

医学科父母
10,651万円
46.2%

芝蘭会員・OB
9,331.1万円

40.5%

人間健康科学科
父母
540万円
2.3%

教職員
1,353.5万円

5.9%

寄附金
申込金額

2億3,045.8万円

　

３
月
24
日
（
木
）
平
成
22

年
度
京
都
大
学
卒
業
式
は
京

都
市
勧
業
会
館
「
み
や
こ
め

っ
せ
」
に
て
、
ま
た
医
学
部

学
士
号
授
与
式
が
芝
蘭
会
館

稲
盛
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
校
友
会
主
催

の
「
卒
業
記
念
懇
談
会
」
が

山
内
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

た
。
参
加
者
は
湊
医
学
部
長

を
含
む
教
授
、
卒
業
生
97
名
、

父
母
な
ど
関
係
者
76
名
、
約

校
友
会
主
催
の
卒
業
・
入
学
記
念
懇
談
会

校
友
会
会
員
　
市
岡
よ
う
こ

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被

災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ

り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
巨

大
地
震
は
想
像
を
絶
す
る
大

津
波
を
引
き
起
こ
し
、
ま
た

原
子
力
発
電
所
の
重
大
な
ト

ラ
ブ
ル
を
受
け
て
目
に
見
え

な
い
放
射
能
の
不
安
が
広
が

っ
て
お
り
ま
す
。

　

被
災
し
た
四
十
年
来
の
友

人
、
親
戚
達
に
と
って
こ
の一ヵ

月
半
は
と
て
も
厳
し
い
期
間

と
聞
い
て
お
り
、
今
回
の
震

災
は
ど
の
慰
め
の
言
葉
も
当

て
は
ま
ら
な
い
ほ
ど
、
大
き

な
震
災
で
あ
っ
た
と
実
感
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
殺

伐
と
し
た
時
代
に
ま
だ
昔
な

が
ら
の
日
本
人
の
た
く
ま
し

さ
、
相
手
を
気
遣
う
優
し
さ
、

あ
た
た
か
い
心
が
残
っ
て
い
る

こ
と
を
強
く
感
じ
、
反
対
に

私
の
方
が
勇
気
づ
け
ら
れ「
日

本
は
大
丈
夫
！
」「
日
本
は

ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
だ
！
」

と
確
信
し
た
一ヵ
月
半
で
あ
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
早
い
も
の
で
京
都

大
学
医
学
部
に
入
学
さ
せ
て

い
た
だ
き
四
月
で
三
回
生
と

な
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
勉

学
よ
り
も
ク
ラ
ブ
活
動
（
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
）
の
方
に
熱

が
向
い
て
い
る
感
が
あ
り
ま

し
た
が
、
も
と
も
と
は
法
医

学
を
志
し
て
医
学
部
に
入
学

し
た
こ
と
も
あ
り
、
最
近
は

勉
学
の
方
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
よ
う
で
、
母
親
と
し
て

嬉
し
く
感
じ
る
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　

私
自
身
は
年
間
一
～
二
回

程
度
で
す
が
、
校
友
会
の
お

手
伝
い
に
楽
し
み
な
が
ら
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

毎
年
開
催
さ
れ
ま
す
、
校

友
会
の
総
会
、
講
演
会
、
懇

親
パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
普
段
、

先
生
方
や
他
の
保
護
者
の

方
々
と
お
話
す
る
機
会
が
少

な
い
私
ど
も
に
と
っ
て
、
交

流
を
持
て
る
絶
好
の
場
だ
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー

で
は
私
ど
も
保
護
者
が
知
ら

な
い
学
生
生
活
の
一
面
を
先

生
方
か
ら
お
聞
き
す
る
事
が

で
き
、
喜
ば
し
い
時
間
を
過

ご
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
毎
年
の
ご

参
加
を
お
待
ち
申
し
上
げ
ま

す
。

　

そ
の
際
に
は
、
芝
蘭
会
の

皆
様
、
校
友
会
の
皆
様
の
大

き
な
ご
支
援
に
よ
り
昨
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
、
ク
ラ
ブ
部
室
、
自
習
室
、

集
会
場
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
を
備
え
た
「
学
生
会
館
」

を
見
学
な
さ
っ
て
く
だ
さ

い
。
と
り
わ
け
、
会
館
一
階

中
央
の
時
計
塔
は
素
晴
ら
し

く
、
雨
の
日
は
時
計
塔
が
雨

に
濡
れ
、
風
が
強
い
と
木
の

葉
が
時
計
塔
に
舞
い
落
ち
ま

す
。
一
度
、
時
計
塔
の
ベ
ン

チ
に
腰
掛
け
て
京
都
の
季
節

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

今
春
は
宮
城
の
友
人
、
福

島
の
親
戚
の
被
災
が
重
な

り
、
桜
が
目
に
入
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
京
都
の
友
人
か

ら
ぜ
ひ
に
と
観
桜
の
お
誘
い

を
頂
き
、
平
安
神
宮
に
行
き

ま
し
た
。
下
か
ら
見
上
げ
眺

め
る
桜
の
美
し
さ
に
は
感
激

の
あ
ま
り
涙
が
出
ま
し
た
。

　

風
が
吹
く
度
に
桜
の
花
び

ら
が
雪
の
よ
う
に･･･

。

散
り
染
め
の
中
、
心
よ
り
お

祈
り
い
た
し
ま
し
た
。「
震

災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
と
と
も
に
被
災
さ
れ

ま
し
た
皆
さ
ま
の
安
全
、
健

康
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。」

建
築
に
関
与
し
て
き
た
私
に

は
、
利
用
で
き
る
日
が
来
る
こ

と
が
待
ち
遠
し
い
毎
日
で
し
た

が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
完
成
し

て
し
ま
っ
た
と
い
う
感
想
を
お

持
ち
の
先
生
方
も
多
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
来
、

こ
の
よ
う
な
施
設
の
建
築
は
十

分
な
手
元
資
金
を
用
意
し
て

始
め
る
の
が
良
い
の
で
し
ょ
う

が
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
活

動
を
で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に

芝
蘭
会
員
の
皆
さ
ま
に
認
識

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
劣
悪
な

ク
ラ
ブ
部
室
の
環
境
を
改
善

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
こ
の
建
物
を
極
力
早
い
時

期
に
完
成
さ
せ
よ
う
と
い
う
の

が
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
に
携
わ

る
委
員
の
共
通
認
識
で
し
た
。

　

す
で
に
何
度
か
ご
案
内
の

よ
う
に
、
学
生
会
館
建
設
費

用
と
内
装
工
事
代
金
、
調
度

品
の
購
入
は
全
て
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
に
寄
せ
ら
れ
た
医
学

部
学
生
の
ご
父
兄
の
皆
さ
ま
、

教
職
員
か
ら
の
ご
寄
附
に
よ
っ

て
ま
か
な
っ
て
い
ま
す
。
残
念

な
こ
と
に
、
文
部
科
学
省
は

も
ち
ろ
ん
、
京
都
大
学
本
部

か
ら
の
金
銭
的
援
助
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学
本
部

の
考
え
方
は
、
医
学
部
の
ク
ラ

ブ
活
動
は
全
学
の
サ
ー
ク
ル
活

動
・
同
好
会
活
動
と
同
様
の

も
の
で
あ
り
、
大
学
が
承
認

し
た
正
式
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
の
よ
う
で
す
。

か
な
り
の
金
額
を
本
部
か
ら

借
入
し
て
「
エ
イ
ヤ
ッ
」
と
事

業
を
始
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
の
で
、
今
後
５
年

間
に
わ
た
っ
て
毎
年
か
な
り
の

金
額
を
本
部
に
返
済
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
建
物
が

完
成
し
た
か
ら
お
金
の
工
面
が

つ
い
た
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

芝
蘭
会
の
先
生
方
に
は
今
後

と
も
さ
ら
に一層
の
お
力
添
え

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
会
館
は

ご
寄
附
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

の
ご
厚
意
の
賜
物
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
高
額
の
ご
寄

附
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
名

前
を
入
れ
た
芳
名
碑
を
作
って

は
ど
う
か
と
い
う
意
見
が
出

さ
れ
、
早
速
、
写
真
の
よ
う

な
も
の
を
学
生
会
館
の
入
り

口
近
く
に
作
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
を
ご
報
告
申

し
上
げ
ま
す
。

　

Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
の
事
業

は
、
学
生
会
館
の
建
築
で
終

了
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
芝
蘭
会
会
員
の
皆
さ
ま

の
さ
ら
な
る
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

い
た
だ
き
、
Ｋ
Ｍ
Ｓ
‐
Ｆ
Ｕ
Ｎ

Ｄ
の
活
動
を
さ
ら
に
意
義
深
い

も
の
に
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
何
と
ぞ
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

学生会館本格利用
芳名碑を設置

吉
村
　
長
久学生会館入り口近くに設置された芳名碑

２
０
０
名
が
出
席
。

　

ま
た
、
４
月
７
日
（
木
）

平
成
23
年
度
京
都
大
学
入
学

式
の
後
、
芝
蘭
会
館
山
内
ホ

ー
ル
に
お
い
て
校
友
会
主
催

の
「
入
学
記
念
懇
談
会
」
が

開
催
さ
れ
、
湊
長
博
医
学

部
長
を
含
む
教
授
、
新
入
生

１
１
０
名
、
父
母
な
ど
関
係

者
１
３
６
名
、
計
２
５
０
名

の
出
席
で
行
わ
れ
た
。

　

卒
業
記
念
懇
談
会
、
入
学

記
念
懇
談
会
と
も
に
、
湊
医

学
部
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、

出
席
教
授
に
よ
る
心
温
ま
る

祝
辞
を
得
て
思
い
出
に
残
る

和
や
か
な
懇
談
会
と
な
っ

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ

Ｎ
Ｄ
委
員
会
、
宮
地
良
樹
教

授
（
皮
膚
科
学
）
と
上
本
伸

二
教
授
（
肝
胆
膵
・
移
植
外

科
学
）
に
よ
る
閉
会
の
辞
に

よ
り
お
開
き
と
な
っ
た
。

和
や
か
に
歓
談
す
る
卒
業
記
念
懇
談
会
の
参
加
者
ら



芝　　蘭　　会　　報 (　4　)2011 ( 平成 23 ) 年 5 月 20 日171 号
　

拝
啓

　

諸
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
三
月
十
一
日
、
東
日

本
大
震
災
が
当
地
を
直
撃

し
、
大
津
波
に
よ
り
、
多
く

の
命
が
失
わ
れ
、
ま
た
、
数

え
切
れ
な
い
ほ
ど
多
く
の

人
々
の
生
活
基
盤
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
窮
地
に
際
し
、

数
多
く
の
先
生
方
よ
り
暖
か

い
お
言
葉
を
頂
戴
し
、
ま
た
、

数
多
く
の
救
援
物
資
を
迅
速

に
届
け
て
い
た
だ
き
、
感
無

量
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
京
都

大
学
医
学
部
で
学
び
研
究
で

き
た
こ
と
へ
の
感
謝
と
そ
の

誇
り
の
気
持
ち
を
新
た
に
致

し
ま
し
た
。
救
援
物
資
は
、

通
院
中
の
患
者
さ
ん
、
近
く

の
避
難
所
で
生
活
さ
れ
て
い

る
方
、
被
害
が
甚
大
な
山
田

町
と
宮
古
市
の
一
部
の
避
難

所
、
お
よ
び
、
当
院
の
職
員

で
有
難
く
使
わ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
被
災
者
の
方
々

か
ら
感
謝
の
言
葉
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
深
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ご
多

忙
の
と
こ
ろ
、
高
橋
良
輔
教

授
、
池
田
昭
夫
准
教
授
、
中

村
道
三
先
生
、
松
崎
茂
先
生

に
は
救
援
物
資
の
手
配
で
労

を
お
か
け
し
、
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
先

生
方
に
は
、
混
乱
し
て
い
る

当
方
へ
の
直
接
の
ご
連
絡
を

避
け
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お

願
い
す
る
と
い
う
失
礼
を
黙

認
し
て
い
た
だ
き
、
誠
に
申

し
訳
な
く
、
有
り
難
く
存
じ

ま
し
た
。

　

四
月
二
十
日
、
医
療
関
係

を
優
先
す
る
と
い
う
Ｎ
Ｔ
Ｔ

の
ご
厚
意
で
、
よ
う
や
く
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で
き
る

状
態
に
な
り
ま
し
た
が
、
翌

日
に
は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
工

事
の
手
違
い
で
断
線
し
ま
し

た
。
な
か
な
か
の
難
産
で
す
。

本
日
復
旧
し
ま
し
た
が
、
し

ば
ら
く
不
安
定
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
ま
だ
、
機
材
の
供
給

震災への救援物資に感謝
宮古 岩見神経内科医院　岩見  億丈

が
十
分
で
な
い
た
め
、
医
院

の
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
は
復
旧

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に

一
カ
月
は
必
要
と
の
こ
と
で

す
。

　

幸
い
に
も
、
小
生
が
運
営

す
る
医
院
は
約
二
ｍ
ほ
ど
の

浸
水
で
済
み
、
構
造
体
は
無

傷
で
す
。
津
波
到
来
直
後
は
、

一
カ
月
間
閉
院
だ
と
腹
を
決

め
ま
し
た
。
十
二
日
、
宮
古

地
域
の
中
核
病
院
で
あ
る
県

立
宮
古
病
院
へ
応
援
診
療
を

す
べ
く
行
っ
て
み
る
と
、
宮

古
病
院
の
医
師
は
震
災
当
日

よ
り
不
眠
不
休
で
診
療
を
行

い
、
さ
ら
に
長
野
県
や
新
潟

県
か
ら
の
災
害
医
療
チ
ー
ム

も
加
わ
り
、
次
々
と
救
急
車

で
運
ば
れ
て
く
る
被
災
者
を

手
早
く
処
置
さ
れ
、
救
命
救

急
処
置
に
つ
い
て
は
応
援
不

要
の
状
態
で
し
た
。

　

一
方
、
津
波
で
内
服
薬
を

流
さ
れ
た
患
者
さ
ん
や
体
調

を
く
ず
し
た
住
民
も
救
急
室

を
受
診
し
て
お
り
、
こ
の
状

況
で
の
私
の
責
務
は
可
及
的

速
や
か
に
自
院
の
診
療
を
再

開
す
る
こ
と
で
あ
る
と
理
解

し
、
三
月
十
四
日
に
は
診
療

を
開
始
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
院
は
、
二
階
に
診
察

室
と
受
付
が
あ
る
た
め
、
カ

ル
テ
、
レ
セ
コ
ン
、
お
よ
び

画
像
デ
ー
タ
は
全
く
無
傷
で

す
。
三
月
十
三
日
よ
り
当
院

職
員
、
調
剤
薬
局
職
員
で
清

掃
を
始
め
ま
し
た
が
、
ヘ
ド

ロ
の
量
に
は
閉
口
し
ま
し

た
。
全
員
泥
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
津
波
が
届
け
て
く
れ

た
危
険
物
を
撤
去
し
、
泥
を

か
き
出
し
て
、
駐
車
場
、
一

階
の
玄
関
、
二
階
の
受
付
の

動
線
を
確
保
し
、
診
療
の
準

備
を
し
ま
し
た
。
十
四
日
は

来
院
患
者
さ
ん
の
ほ
と
ん
ど

が
、
津
波
に
被
災
し
、
着
の

身
着
の
ま
ま
避
難
さ
れ
、
内

服
薬
を
流
さ
れ
た
方
で
し

た
。
約
二
週
間
ほ
ど
の
間
、

顔
色
を
見
て
処
方
す
る
だ
け

の
一
分
診
療
で
す
。
処
方
以

上
に
患
者
さ
ん
の
健
康
を
維

持
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の

は
水
、
食
料
、
暖
房
、
衣
服

で
あ
り
、
送
っ
て
い
た
だ
い

た
救
援
物
資
が
本
当
に
役
に

立
ち
ま
し
た
。
医
院
で
は

停
電
と
断
水
が
二
週
間
続

き
、
暖
房
も
入
ら
ず
、
室
温

四
度
の
中
で
し
も
や
け
に
な

る
職
員
も
い
ま
し
た
。
一
階

に
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す

る
医
療
機
器
が
あ
り
ま
し
た

が
、
海
水
に
浸
か
り
、
す
べ

て
使
用
不
能
と
な
り
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
も
要
修
理
と
な
り

ま
し
た
が
、
幸
い
、
建
物
、

設
備
什
器
と
も
に
火
災
地
震

保
険
に
加
入
し
て
い
ま
し

た
。
十
五
名
の
職
員
は
全
員

無
事
で
す
が
、
四
名
の
職
員

は
自
宅
を
津
波
で
失
い
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
得
ら
れ
た

情
報
に
よ
れ
ば
、
約
二
千
人

の
通
院
患
者
さ
ん
の
う
ち
、

二
十
七
名
の
方
が
津
波
で
命

を
落
と
さ
れ
、
自
宅
が
流
さ

れ
た
り
、
住
め
な
く
な
っ
た

方
や
職
を
失
っ
た
方
は
四
百

名
近
く
に
な
り
ま
す
。

　

地
震
は
、
こ
れ
ま
で
自
分

が
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
長

い
長
い
揺
れ
で
、
津
波
が
来

る
と
わ
か
り
ま
し
た
。
閉

伊
川
の
河
口
よ
り
四
百
ｍ
離

れ
て
い
る
当
診
療
所
付
近
で

は
、
宮
古
湾
の
地
理
的
形
状

か
ら
一
ｍ
前
後
の
津
波
を
想

定
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
患

者
さ
ん
に
帰
院
避
難
し
て
も

ら
い
、
ガ
ス
等
の
栓
を
閉
め

た
後
は
、
慌
て
て
も
仕
方
が

な
い
と
思
い
、
三
階
の
会
議

室
の
窓
か
ら
外
を
眺
め
て
お

り
ま
し
た
。
じ
き
に
二
百
ｍ

先
の
通
り
に
津
波
の
波
頭

が
、
流
さ
れ
た
車
と
と
も
に

現
れ
、
つ
い
に
こ
の
日
が
来

て
し
ま
っ
た
の
だ
と
冷
静

に
、
ま
た
、
放
心
状
態
で
見

て
い
ま
す
と
、
百
ｍ
先
の
交

差
点
の
角
か
ら
十
二
ｍ
ほ
ど

の
漁
船
が
恐
竜
の
よ
う
に
横

顔
を
現
し
、
当
院
の
方
に
舳

先
を
向
け
る
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
時
こ
こ
に
至
っ
て
、

よ
う
や
く
事
の
尋
常
な
ら
ぬ

状
態
に
気
づ
き
ま
し
た
が
、

も
は
や
、
水
攻
め
の
中
、
職

員
と
と
も
に
籠
城
す
る
以
外

に
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。
次
々

と
流
さ
れ
て
く
る
の
は
、
車

と
破
損
し
た
家
屋
の
梁
や
柱

に
加
え
、
例
の
漁
船
で
す
。

こ
っ
ち
へ
来
る
な
と
一
心
に

念
じ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
医
院

か
ら
二
十
ｍ
の
所
で
向
き
を

変
え
、
停
泊
し
て
く
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
上
に

脅
威
を
感
じ
た
の
は
、
海
水

表
面
に
浮
い
て
い
る
石
油
で

し
た
。
辺
り
一
面
、
水
深
二

ｍ
の
海
に
な
り
、
そ
の
表
面

に
は
黒
く
光
る
軽
油
や
ら
重

油
や
ら
が
嫌
な
臭
い
を
放
っ

て
い
ま
す
。
火
災
が
起
き
れ

ば
な
す
術
は
あ
り
ま
せ
ん
。

籠
城
せ
ず
に
避
難
す
れ
ば
よ

か
っ
た
と
後
悔
し
ま
し
た
。

水
門
が
閉
ま
っ
て
い
る
た
め

に
プ
ー
ル
状
態
に
な
り
、
水

が
引
い
て
外
に
出
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
ま
で
七
時
間
か
か

り
ま
し
た
。
津
波
が
引
い
た

後
の
診
療
所
の
一
階
内
部

は
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
物
が

ひ
っ
く
り
返
っ
て
泥
を
被

り
、漁
具
、ロ
ー
プ
、タ
イ
ヤ
、

生
活
用
品
、
灯
油
缶
な
ど
が

流
れ
込
ん
で
い
ま
す
。
玄
関

に
は
大
き
な
梁
が
流
れ
着

き
、
こ
れ
を
男
二
人
で
ど
か

し
て
、
車
が
住
宅
に
突
っ
込

ん
だ
り
、
親
亀
子
亀
の
お
ん

ぶ
状
態
に
な
っ
て
い
る
の
を

横
目
で
見
な
が
ら
避
難
所
の

小
学
校
の
体
育
館
へ
偵
察
に

い
き
ま
し
た
が
、
座
る
場
所

が
な
い
ほ
ど
、
多
く
の
人
々

が
避
難
し
て
お
り
、
職
員
と

と
も
に
医
院
で
ロ
ウ
ソ
ク
を

燈
し
、
夜
を
明
か
す
こ
と
に

し
ま
し
た
。
東
北
一
帯
が
停

電
し
て
い
ま
す
。
空
を
見
上

げ
る
と
、
四
十
年
以
上
も
前

に
、
生
ま
れ
故
郷
の
田
野
畑

村
で
見
た
美
し
い
星
々
が
、

車
の
音
も
な
い
静
け
さ
の
中

に
輝
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ま

ま
電
気
が
こ
な
い
生
活
を
続

け
て
も
よ
い
と
い
う
思
い
が

心
に
浮
か
び
ま
し
た
。

　

自
宅
は
湾
や
閉
伊
川
か

ら
、
一
㎞
以
上
離
れ
て
お
り
、

津
波
は
百
ｍ
手
前
で
止
ま
り

ま
し
た
。
自
宅
の
電
気
は
震

災
三
日
目
の
夜
に
復
旧
し
、

携
帯
電
話
の
充
電
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
よ
う
や
く
各

方
面
へ
連
絡
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
を

つ
け
て
、
あ
ら
た
め
て
宮
古

と
そ
の
周
囲
の
地
域
が
如
何

に
悲
惨
な
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
わ
か
り
ま
し
た
。
宮

古
市
に
は
北
に
田
老
地
区
と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
十
ｍ
の
防
波
堤
を
津
波

が
乗
り
越
え
、
海
抜
三
十
九

ｍ
の
地
点
ま
で
津
波
が
到
達

し
、
過
去
に
津
波
が
到
来
し

た
時
と
同
じ
よ
う
に
町
は
壊

滅
し
て
い
ま
す
。
南
隣
り
の

山
田
町
も
津
波
と
火
災
で
中

心
部
は
壊
滅
し
、
さ
ら
に
南

に
位
置
す
る
大
槌
町
と
釜
石

の
鵜
住
居
地
区
も
ほ
ぼ
全
滅

し
て
い
ま
す
。
建
物
が
全
壊

し
た
大
半
の
土
地
で
、
住
居

の
再
建
は
不
可
能
な
い
し
無

謀
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

半
壊
以
下
で
済
ん
だ
市
街

地
と
当
医
院
の
復
旧
は
少
し

ず
つ
進
行
し
て
い
ま
す
。
津

波
に
遭
遇
し
て
初
め
て
わ
か

っ
た
こ
と
で
す
が
、
鉄
骨
の

建
物
が
壊
れ
な
く
て
も
内
部

は
泥
だ
ら
け
に
な
り
、
内
装

  

自
己
犠
牲
の
文
化
き
え
ず

を
解
体
し
、
泥
や
油
を
洗
い

流
し
、
消
毒
と
錆
対
策
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
海
水

に
浸
か
る
と
多
く
の
機
材
は

錆
び
て
し
ま
い
、
洗
っ
て
使

え
そ
う
に
見
え
た
机
な
ど
も

一
週
間
す
る
と
引
き
出
し
が

動
か
な
く
な
り
ま
す
。
三
月

十
九
日
に
な
り
、
清
掃
業
者

が
本
格
的
に
清
掃
を
行
い
、

さ
ら
に
一
週
間
後
、
復
旧
工

事
の
下
見
が
行
わ
れ
、
よ
う

や
く
工
事
が
始
ま
っ
た
の
は

四
月
に
入
っ
て
か
ら
で
す
。

　

働
い
て
く
れ
る
各
業
者
の

従
業
員
の
中
に
も
家
を
流
さ

れ
た
方
が
数
多
く
い
ま
し

た
。
日
常
診
療
は
、
数
日
前

か
ら
、
震
災
直
後
の
混
乱
か

ら
脱
し
、
落
ち
着
き
を
取
り

戻
し
て
お
り
ま
す
。
諸
先
生

に
は
ご
心
配
を
お
掛
け
い
た

し
ま
し
た
が
、
元
気
に
し
て

お
り
ま
す
の
で
ご
安
心
く
だ

さ
い
。

　

京
都
大
学
医
学
部
の
各
方

面
よ
り
、
ご
支
援
を
提
供
し

て
い
た
だ
け
る
旨
、
お
言
葉

を
頂
戴
し
て
お
り
、
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
こ

で
、
無
理
な
面
も
あ
る
と
は

存
じ
ま
す
が
、
当
方
よ
り
の

勝
手
な
お
願
い
を
二
つ
申
し

上
げ
ま
す
。

一
、
東
北
の
経
済
復
興
へ
の

　
　
一
助

国
産
品
を
な
る
べ
く
消
費
し

て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
。
東

北
の
産
品
を
使
う
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、
国
産
品
を
使
用
し
て
い

た
だ
く
と
、「
風
が
吹
く
と

桶
屋
が
儲
か
る
」
式
に
東
北

に
も
経
済
効
果
が
生
じ
、
復

興
に
勢
い
が
出
ま
す
。
建
て

前
と
し
て
の
国
策
で
は
輸
入

自
由
化
は
避
け
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
が
、
草
の
根
運
動
と

し
て
、
し
ば
ら
く
は
国
粋
主

義
者
を
演
じ
て
い
た
だ
け
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ

れ
を
数
年
に
わ
た
り
継
続
し

て
い
た
だ
け
る
と
東
北
は
元

気
に
な
り
ま
す
。

二
、
医
師
の
皆
様
へ
の

　
　
お
願
い

─
医
学
教
育
、
医
療
制
度

　

に
関
す
る
変
革

　

岩
手
県
は
、
医
師
充
足
率

が
全
国
で
最
下
位
で
あ
り
、

特
に
盛
岡
以
外
の
地
域
で
は
、

足
り
な
い
と
い
う
言
葉
で
は
表

現
で
き
ま
せ
ん
。

　

県
立
宮
古
病
院
で
は
、
こ

こ
十
年
の
間
に
常
勤
医
師
数

が
半
減
し
、
耳
鼻
科
、
眼

科
、
皮
膚
科
、
循
環
器
内

科
、
整
形
外
科
の
常
勤
医
が

不
在
と
な
り
ま
し
た
。
循
環

器
内
科
は
偽
医
者
事
件
が
全

国
に
報
道
さ
れ
た
後
に
、
常

勤
の
医
師
が一名
就
任
さ
れ
ま

し
た
が
、
救
急
急
性
期
医
療

を
行
う
た
め
の
十
分
な
マ
ン
パ

ワ
ー
が
な
く
、
急
性
心
筋
梗

塞
の
患
者
さ
ん
を
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
や
救
急
車
で
盛
岡
ま
で
搬

送
し
て
い
る
状
態
で
す
。
加

え
て
、
こ
の
夏
に
は
神
経
内
科

の
常
勤
医
も
不
在
と
な
る
予

定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
域

の
中
核
病
院
の
姿
は
日
本
全

国
の
片
田
舎
で
見
ら
れ
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度
の

大
津
波
の
惨
状
は
、
疲
れ
切
っ

た
医
師
を
更
に
疲
弊
さ
せ
て
い

ま
す
。
宮
古
病
院
を
十
年
前

の
活
力
あ
る
病
院
へ
戻
さ
な
い

と
、
こ
の
地
域
の
住
民
の
健
康

を
全
国
レ
ベ
ル
に
保
つ
こ
と
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
京

都
大
学
に
縁
の
あ
る
諸
先
生

に
お
願
い
し
た
い
こ
と
は
、
現

在
の
研
修
医
の
制
度
を
変
革

し
、
二
年
間
の
前
期
研
修
が

終
わっ
た
後
に
、
医
療
過
疎
地

区
で一年
以
上
働
く
こ
と
を
後

期
研
修
の
中
で
義
務
化
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

初
期
研
修
中
に
、
僻
地
に

赴
任
し
て
も
、
あ
ま
り
助
け

に
な
ら
な
い
し
、
か
え
っ
て
負

担
が
増
え
る
だ
け
に
な
る
こ
と

も
あ
る
と
地
域
の
医
師
は
感

じ
て
い
ま
す
。
独
力
で一次
救

急
が
で
き
る
体
力
の
あ
る
若
い

医
師
が
必
要
で
す
。
医
療
過

疎
地
域
で
働
き
た
く
な
い
若
い

医
師
の
気
持
ち
も
理
解
で
き

な
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

医
師
に
とって
の
真
の
教
師
は
、

病
め
る
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
ほ
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　

さ
ら
に
、
各
学
会
の
認
定

医
制
度
で
も
受
験
資
格
に
医

療
過
疎
地
区
で
の
医
療
を一年

以
上
行
っ
た
者
で
あ
る
こ
と
を

追
加
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
要

す
る
に
、
都
会
で
初
期
研
修

を
行
い
、
半
人
前
に
な
っ
た
ら

田
舎
で
働
い
て
も
ら
う
と
い
う

こ
と
で
す
。
都
会
の
医
療
機

関
が
自
己
犠
牲
を
示
し
、
田

舎
の
医
療
機
関
を
長
期
継
続

支
援
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

か
つ
て
の
医
局
が
行
っ
て
い
た
、

地
域
医
療
へ
の
貢
献
と
医
学

研
究
の
両
立
と
い
う
こ
と
を
医

局
が
実
行
す
る
力
は
な
い
よ
う

に
現
状
で
は
思
わ
れ
ま
す
。

　

義
理
と
人
情
の
文
化
は
消

え
か
か
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
自
己
犠
牲
の
文

化
は
震
災
で
の
人
々
の
姿
を
見

て
も
消
え
て
い
な
い
と
存
じ
ま

す
。
医
療
教
育
制
度
に
関
わ

っ
て
い
る
先
生
方
、
よ
ろ
し
く

ご
検
討
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

いい
た
し
ま
す
。

　

生
と
死
が
背
中
を
寄
せ
て

同
居
し
、一メ
ー
ト
ル一秒
の
違

い
が
二
者
を
分
け
て
い
ま
す
。

い
た
だ
い
た
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

を
近
く
の
避
難
所
に
届
け
た

ら
、
翌
日
、
そ
こ
に
い
る
被
災

さ
れ
た
患
者
さ
ん
か
ら
、
お
礼

の
言
葉
と
た
く
さ
ん
の
リ
ン
ゴ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
震
災

当
日
に
見
た
美
し
い
星
の
光
が

人
々
の
心
の
中
に
力
強
く
輝
い

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
五
日

岩
見
神
経
内
科
医
院	　
　
　

　
　
　
　
　
　

岩
見　

億
丈

京
都
大
学
神
経
内
科
同
門
会
先
生

京
都
大
学
医
学
部
五
十
八
年
卒
先
生

京
都
大
学
芝
蘭
会
会
員
先
生

20 ｍまで迫った漁船。引き潮で 100 ｍに後退。雪です。

内部までヘドロが入った MRI
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支
部
だ
よ
り

　

平
成
23
年

１
月
22
日

（
土
）、
東
京
神
保
町
に
あ
る

学
士
会
館
に
て
、
司
会
進
行

役
の
二
木
先
生
、
大
髙
先
生

の
も
と
平
成
22
年
度
東
京
支

部
総
会
と
、
第
９
回
京
都
大

学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
現
支
部
長
で
あ
り
、

聖
路
加
病
院
の
理
事
長
を
な

さ
っ
て
い
る
日
野
原
重
明
先

生
の
挨
拶
か
ら
始
ま
り
、
新

入
会
員
が
入
ら
れ
た
こ
と
な

ど
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

平
成
23

年
２
月
13

日
（
日
）
午
後
２
時
か
ら
和

歌
山
東
急
イ
ン
４
階
「
高
砂
」

に
て
学
術
講
演
会
が
開
催
さ

れ
、
京
都
大
学
大
学
院
医
学

研
究
科
糖
尿
病
・
栄
養
内
科

学
教
授
・
稲
垣
暢
也
先
生
を

招
聘
し
、「
イ
ン
ク
レ
チ
ン

を
用
い
た
糖
尿
病
の
新
し
い

治
療
」
と
題
し
た
講
演
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

糖
尿
病
治
療
の
現
状
と
問

題
点
、
血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

の
難
し
さ
、
欧
米
人
と
日
本

人
の
イ
ン
ス
リ
ン
分
泌
の

違
い
、
こ
れ
ま
で
の
２
型
糖

尿
病
治
療
薬
の
効
能
と
問
題

点
、
２
型
糖
尿
病
に
対
す
る

イ
ン
ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の
効

果
な
ど
に
つ
い
て
具
体
例
を

用
い
系
統
的
に
解
説
さ
れ
、

　

続
い
て
、
第
９
回
京
都
大

学
健
康
科
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
東
京

支
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
で

支
部
総
会
と
と
も
に
毎
年
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
構

成
は
二
部
構
成
に
な
っ
て
お

り
、
一
部
は
群
馬
大
学
医
学

部
核
医
学
科
教
授
の
遠
藤
啓

吾
先
生
に
よ
る
「
Ｒ
Ｉ
の
医

学
利
用
―
Ｐ
Ｅ
Ｔ
診
断
か
ら

患
者
の
優
し
い
治
療
へ
―
」

と
い
う
演
目
で
、
二
部
は
東

京
大
学
理
事
・
副
学
長
の
小

島
憲
道
先
生
に
よ
る
「
京
都

大
学
お
よ
び
東
京
大
学
で
学

ん
だ
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
」
と

い
う
演
目
で
し
た
。

　

ま
ず
、
遠
藤
先
生
の
「
Ｒ

Ｉ
の
医
学
利
用
」
で
は
、
Ｘ

線
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の

多
く
の
検
査
が
今
日
は
あ
る

が
、
画
像
と
し
て
の
質
は
大

き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
の

で
は
な
く
、
撮
影
時
間
が
短

縮
さ
れ
た
こ
と
や
、
冠
動
脈

造
影
が
カ
テ
ー
テ
ル
で
は
な

く
Ｃ
Ｔ
で
代
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
進
歩
が
あ
る
と
話
し

て
お
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
機
能
系

の
評
価
を
し
て
い
く
も
の
と

し
て
発
達
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
し
、
核
医
学
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な

ど
と
比
較
し
て
造
影
剤
の
使

用
量
が
少
な
い
の
に
精
度
が

良
い
が
画
質
自
体
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ

に
劣
る
の
で
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｍ
Ｒ

Ｉ
や
Ｐ
Ｅ
Ｔ
／
Ｃ
Ｔ
な
ど
の

融
合
画
像
と
し
て
さ
ら
に
発

展
し
て
い
く
で
あ
ろ
う
こ
と

を
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
具
体
的
に
は
、

最
近
臨
床
試
験
が
始
ま
っ
た

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
Ｐ
Ｅ
Ｔ
は

疑
陽
性
が
多
い
な
ど
の
問
題

も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、
今

後
は
精
度
な
ど
を
改
善
し
て

い
け
た
ら
と
も
話
し
て
お
ら

れ
ま
し
た
。

和気あいあいとした雰囲気で開かれた東京支部総会

今後の意気込みを語る
日野原重明先生

【
和
歌
山
】

 人材育成の   
       重要性痛感

　

ま
た
、
本
題
の
ほ
か
に
、

全
国
の
温
泉
を
紹
介
し
て
く

だ
さ
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設

け
ら
れ
て
お
り
、
時
折
笑
い

が
生
じ
る
な
ど
学
生
に
と
っ

て
も
面
白
く
解
り
や
す
い
内

容
の
講
演
で
し
た
。

　

続
い
て
、
小
島
憲
道
先
生

が
、「
京
都
大
学
お
よ
び
東

京
大
学
で
学
ん
だ
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
演
さ
れ
ま
し
た
。
小
島
氏

は
、
昭
和
47
年
に
京
大
理
学

部
化
学
科
を
卒
業
し
、
マ
テ

リ
ア
ル
サ
イ
エ
ン
ス
を
専
攻

さ
れ
ま
し
た
。
１
９
９
３

年
に
ド
イ
ツ
の
マ
ー
ル
ブ

ル
ク
大
学
で
研
鑽
を
積
み
、

１
９
９
６
年
か
ら
東
京
大
学

総
合
文
化
研
究
科
・
教
養
学

部
に
赴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
東
京
】

日野原先生も意気軒高

稲垣暢也先生が講演

京
大
東
大
の
両
方
の
教
育
を

経
験
さ
れ
て
お
り
、
両
者
の

学
風
を
踏
ま
え
つ
つ
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
本
質
、歴
史
、

現
代
に
お
け
る
問
題
点
と
そ

の
展
望
に
つ
い
て
、
多
数
の

書
籍
と
具
体
例
を
交
え
な
が

ら
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
島
氏
は
学
生
時
代
に
京

大
医
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
の
北

の
地
塩
寮
に
下
宿
し
て
お

り
、
当
時
の
寮
に
は
、
京
大

医
学
部
の
学
生
や
病
院
関
係

者
が
多
数
在
籍
し
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
う
い
っ
た
京
大

医
学
部
の
関
係
者
の
方
々
と

読
書
や
討
論
を
通
じ
、
リ
ベ

ラ
ル
ア
ー
ツ
の
精
神
を
学
ん

だ
と
い
う
経
緯
を
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

現
代
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー

ツ
、
教
養
の
貧
困
の
時
代
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
小
島

氏
は
読
書
に
よ
る
教
養
の
獲

得
と
人
格
形
成
が
で
き
た
こ

と
で
豊
か
な
人
生
を
送
れ
、

こ
れ
ま
で
多
く
の
人
や
本
と

の
出
会
い
の
中
で
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
を
育
め
た
こ
と
に
感

謝
し
、
講
演
を
終
え
ら
れ
ま

し
た
。
質
疑
応
答
で
は
、
現

代
の
医
学
教
育
に
お
け
る
教

養
や
、
学
生
の
質
の
問
題
に

つ
い
て
鋭
い
質
問
や
意
見
が

交
換
さ
れ
、
大
い
に
白
熱
し

ま
し
た
。
現
代
の
若
者
が
文

章
を
読
ま
な
い
、
あ
る
い
は

文
章
を
読
め
な
い
若
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
話
題
と

な
り
、
学
生
の
主
体
性
の
向

上
と
初
等
中
等
教
育
か
ら
の

読
書
の
必
要
性
を
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
医
学
教
育
将
来
に

つ
い
て
、
日
野
原
先
生
が
、

現
在
の
医
学
教
育
の
現
場
で

は
若
い
人
材
が
育
ち
に
く
い

「
種
が
あ
る
が
畑
が
な
い
」

状
態
で
、
若
い
人
材
を
育
て

る
「
畑
作
り
」
の
重
要
性
に

つ
い
て
語
ら
れ
、
一
例
と
し

て
、
ア
メ
リ
カ
型
の
病
院
直

属
のm

edical school

の

設
立
に
よ
り
、
意
識
レ
ベ
ル

の
高
い
学
生
を
集
め
る
こ
と

を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
教
養
と
い
う
言
葉
と

は
縁
の
少
な
い
生
活
を
し
て

い
た
の
で
、
難
解
に
感
じ
た

演
題
で
あ
り
ま
し
た
が
、
非

常
に
興
味
深
く
、
収
穫
の
多

い
有
意
義
な
講
演
で
し
た
。

　

そ
の
あ
と
、
懇
談
会
と
し

て
食
事
を
し
な
が
ら
、
会
員

同
士
交
流
す
る
時
間
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
際
に
、
先
日

百
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

た
日
野
原
先
生
の
お
祝
い
会

も
あ
り
、
日
野
原
先
生
は
、

今
後
に
対
す
る
意
気
込
み
を

語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
向

う
十
年
の
予
定
を
立
て
て
い

く
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
お
ら

ま
た
、
学
会
に
お
け
る
イ
ン

ク
レ
チ
ン
関
連
薬
の
適
正
使

用
の
勧
告
、
今
後
の
治
療
戦

略
や
方
向
性
な
ど
に
も
言
及

さ
れ
る
な
ど
幅
広
く
講
義
さ

れ
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
多
く
の
参

加
者
か
ら
質
問
が
寄
せ
ら

れ
、
内
科
・
外
科
問
わ
ず
臨

床
で
役
立
つ
教
示
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

講
演
の
後
は
、
場
所
を
移

し
て
写
真
撮
影
、
総
会
そ
し

て
懇
談
会
を
開
き
ま
し
た
。

総
会
で
は
百
井
支
部
長
の
あ

い
さ
つ
、
会
計
報
告
の
後
、

稲
垣
教
授
に
京
都
大
学
病
院

の
現
況
を
お
話
し
て
い
た
だ

時間のたつのも忘れて話し合った和歌山支部総会

き
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
一
人
ひ
と
り

が
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
、
ご
自

身
の
現
況
や
京
大
病
院
の
昔

話
を
話
さ
れ
た
り
、
稲
垣
教

授
に
質
問
さ
れ
た
り
と
、
和

や
か
に
か
つ
京
大
病
院
を
大

切
に
思
う
強
い
気
持
ち
が
感

じ
ら
れ
、
時
の
た
つ
の
を
忘

れ
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

次
回
か
ら
は
、
若
手
の
医

師
が
も
っ
と
多
く
参
加
す
る

よ
う
に
働
き
か
け
、
和
歌
山

支
部
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　
（
文
責
：
芝
蘭
会
和
歌
山

支
部
幹
事　

吉
田　

晃
）

A
ctive A

ntiretroviral 
T

herapy

）
と
呼
ば
れ
る
、

核
酸
系
逆
転
写
酵
素
阻
害
薬

と
非
核
酸
系
逆
転
写
酵
素
阻

害
薬
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
て

使
用
す
る
方
法
が
用
い
ら
れ

て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
日
本

で
は
依
然
増
加
傾
向
に
あ
る

そ
う
で
す
。

　

講
演
終
了
後
、「
第
一
楼
」

と
い
う
中
華
料
理
店
に
場
所

を
移
し
て
、
懇
親
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
冒
頭
で
、
羽
賀

先
生
・
高
折
先
生
に
よ
る
「
京

都
大
学
医
学
研
究
科
・
医
学

部
の
現
状
」
に
つ
い
て
の
ご

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い

て
、
参
加
さ
れ
て
い
た
先
生

学
院
医
学
研
究
科
内
科
学

講
座
（
血
液
・
腫
瘍
内
科
学
）

教
授
の
高
折
晃
史
先
生
に

よ
る
、「
Ｈ
Ｉ
Ｖ-

１
感
染

症
／
エ
イ
ズ
診
療
の
現
状

と
未
来
」
で
し
た
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ-

１
（
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
１
型
）
は
、

エ
イ
ズ
の
原
因
と
な
る
レ

ト
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
、
一
度
感

染
す
る
と
除
去
で
き
ま
せ

ん
。
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
と
は
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
に
よ
り
引
き
起
こ

さ
れ
る
免
疫
不
全
状
態
に

よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
日
和
見

感
染
・
癌
を
発
症
す
る
病

態
の
こ
と
で
す
。
治
療
に

は
、Ｈ
Ａ
Ａ
Ｒ
Ｔ
（H

ighly 

病
理
解
剖
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
・
学
生
講
義
実
習
で
す
。

　

診
断
業
務
の
急
速
な
増

加
・
が
ん
病
棟
の
新
設
・
教

室
消
滅
・
定
員
削
減
な
ど
に

よ
る
人
員
不
足
が
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
展
開
と
し
て
、
増

加
す
る
業
務
に
対
す
る
よ
り

効
率
的
な
病
理
診
断
学
習
方

法
の
開
発
、
高
度
医
療
と
し

て
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
ー

の
早
期
確
立
・
視
覚
化
定
量

化
・
関
連
病
院
と
の
連
携
・

独
立
し
た
技
官
の
養
成
な
ど

が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

二
つ
目
は
、
京
都
大
学
大

病
理
診
断
部
・
エ
イ
ズ
テ
ー
マ

　

平
成
23
年

２
月
11
日

（
金
）、
兵
庫
県
医
師
会
館
に

て
芝
蘭
会
神
戸
支
部
総
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
の

吉
田
耕
造
先
生
の
ご
あ
い
さ

つ
で
開
会
し
ま
し
た
。
講
演

に
は
二
つ
の
演
題
が
あ
り
ま

し
た
。

　

一
つ
目
は
、
京
都
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
病
理
診
断

学
分
野
教
授
の
羽
賀
博
典
先

2
講
演
、熱
心
に
聞
く

生
に
よ
る
、「
病
理
診
断
部

の
役
割
」
で
し
た
。
京
大
病

理
学
教
室
の
歴
史
・
現
在
の

業
務
・
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
、
主
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

京
大
病
理
学
教
室
は
、
藤

原
鑑
初
代
教
授
に
よ
っ
て

１
９
０
０
年
に
開
設
さ
れ
、

そ
の
後
２
０
１
０
年
に
病
院

病
理
診
断
部
と
な
り
ま
し

た
。
病
理
診
断
部
の
業
務
は
、

病
理
組
織
診
断
・
細
胞
診
断
・

方
の
自
己
紹
介
・
近
況
報
告

で
し
た
。
と
て
も
多
く
の
先

生
方
が
参
加
さ
れ
て
い
て
、

大
変
に
ぎ
や
か
で
し
た
。

　

後
半
に
は
恒
例
の
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
盛
り
上
が
り
は

最
高
潮
に
達
し
て
い
ま
し

た
。
多
く
の
先
生
方
か
ら
学

生
時
代
の
お
話
な
ど
を
聞
く

こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
素

晴
ら
し
い
会
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
文
責
：
４
回
生 

中
村
有

輝
）

れ
、会
場
一
同
さ
す
が
だ
な
、

と
い
う
空
気
で
満
た
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
終

始
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰

囲
気
で
東
京
支
部
総
会
懇
談

会
は
進
行
し
、
惜
し
ま
れ
な

が
ら
も
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。

（
文
責
：
６
回
生 

福
永
有

伸
）

【
神
戸
】

芝蘭会６９回
２０１０（平成２２）年版

芝蘭会会員名簿 刊行 !

社団法人芝蘭会

会 員 名 簿： A4 判、890 頁
会員頒布代： 一部　5,250 円（消費税を含む）
　　　　　　（但し、会費納入者に限る。その他は 10,500 円）
送 　 　 料： 700 円

会員名簿をご希望の方は、
芝蘭会事務局（075-751-2713）まで

お問い合わせください。

糖尿病の新治療学ぶ
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小川　譲次	 （昭和 25 年卒）	 平成 22 年 11 月 6 日	 ご逝去
栂尾　正昭	 （昭和 25 年卒）	 平成 22 年 8 月 24 日	 ご逝去
林　　三郎	 （昭和 25 年専卒）	 平成 23 年 4 月 8 日	 ご逝去
中島　重勝	 （昭和 27 年薬卒）	 平成 22 年 10 月 2 日	 ご逝去
安藤　正昭	 （昭和 28 年卒）	 平成 23 年 4 月 12 日	 ご逝去
島田　恵年	 （昭和 28 年薬新卒）	 平成 22 年 12 月 12 日	 ご逝去
中島　　襄	 （昭和 29 年卒）	 平成 22 年 9 月 7 日	 ご逝去
長谷川　保	 （昭和 29 年卒）	 平成 7 年 8 月 15 日	 ご逝去
安藤　博章	 （昭和 30 年卒）	 平成 23 年 2 月 19 日	 ご逝去
岡部　忠夫	 （昭和 30 年卒）	 平成 22 年 11 月 24 日	 ご逝去
武田　　惇	 （昭和 30 年卒）	 平成 23 年 4 月 4 日	 ご逝去
金光　　修	 （昭和 30 年薬卒）	 平成 23 年 1 月 12 日	 ご逝去

伊藤　賀祐	 （昭和 11 年卒）	 平成 23 年 4 月 3 日	 ご逝去
吉岡　忠夫	 （昭和 12 年卒）	 平成 23 年 3 月 28 日	 ご逝去
鈴木直五郎	 （昭和 16 年薬卒）	 平成 16 年 9 月 30 日	 ご逝去
広戸幾一郎	 （昭和 17 年卒）	 平成 22 年 9 月 24 日	 ご逝去
古川　牧一	 （昭和 17 年卒）	 平成 22 年 9 月 5 日	 ご逝去
中嶋　健一	 （昭和 17 年専卒）	 平成 23 年 2 月 14 日	 ご逝去
白木　　茂	 （昭和 19 年専卒）	 平成 21 年 9 月	 ご逝去
波田　重道	 （昭和 22 年卒）	 平成 23 年 1 月 24 日	 ご逝去
池田　太郎	 （昭和 23 年卒）	 平成 22 年 9 月 24 日	 ご逝去
中本　　弘	 （昭和 23 年卒）	 平成 22 年 11 月 9 日	 ご逝去
岡田　瑞夫	 （昭和 24 年卒）	 平成 23 年 2 月 21 日	 ご逝去
後藤　健治	 （昭和 24 年専卒）	 平成 23 年 3 月 1 日	 ご逝去

会 員 訃 報 謹んでご冥福をお祈りいたします。（敬称略）

谷村　　孝	 （昭和 31 年卒）	 平成 22 年 10 月 13 日	 ご逝去
井上　欣也	 （昭和 34 年卒）	 平成 20 年 12 月 30 日	 ご逝去
三好　啓介	 （昭和 34 年薬卒）	 平成 22 年 8 月 10 日	 ご逝去
滝本　　保	 （昭和 34 年院卒）	 平成 23 年 2 月 26 日	 ご逝去
伊藤　和彦	 （昭和 36 年卒）	 平成 22 年 12 月 17 日	 ご逝去
石井　恵三	 （昭和 38 年卒）	 平成 22 年 12 月 15 日	 ご逝去
柳沢　悦子	 （昭和 52 年卒）	 平成 23 年 2 月 8 日	 ご逝去
仁科　博子	 （教室会員 解剖 3）		  ご逝去
仁尾　　尚	 （教室会員 衛生学）	 平成 23 年 2 月 16 日	 ご逝去
二村　美而	 （教室会員 外科学）	 平成 15 年 5 月 3 日	 ご逝去
上村　孝夫	 （教室会員 産婦人科）	 平成 22 年 10 月 2 日	 ご逝去

人 事 異 動
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３
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催
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。

　

議
案
は
、（
１
）
会
長
、

副
会
長
、
評
議
員
の
選
任
に

つ
い
て
、（
２
）（
社
）
芝
蘭

事業計画など 5 議案を承認

活発活発に議論する芝蘭会臨時総会

会
の
学
事
助
成
事
業
一
覧

（
平
成
23
年
度
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の
改
定
に

つ
い
て
、（
３
）
建
物
、
設

備
の
老
朽
化
に
伴
う
修
繕
計

画
（
案
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に
つ
い
て
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４
）

平
成
23
年
度
事
業
計
画（
案
）

及
び
収
支
予
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（
案
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に
つ

い
て
、（
５
）
新
公
益
法
人

制
度
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の

５
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で
、
議
案
（
１
）
に
つ

い
て
は
、
光
山
正
雄
会
長
、

中
村
孝
志
副
会
長
の
平
成
23

年
３
月
31
日
付
の
辞
任
に
伴

い
、
後
任
に
湊
長
博
氏
、
三

嶋
理
晃
氏
を
平
成
23
年
４
月

１
日
付
で
選
任
す
る
こ
と
が

承
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
横
田

道
夫
評
議
員
（
静
岡
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山

本
泰
朗
評
議
員
（
高
知
）、

坂
口
志
文
評
議
員
の
辞
任
に

伴
い
、
後
任
に
島
本
光
臣

氏
、
森
惟
明
氏
、
岩
田
博
夫

氏
を
平
成
23
年
４
月
１
日
付

芝
蘭
会 

理
事
会・評
議
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会・臨
時
総
会  

で
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任
す
る
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と
が
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認
さ

れ
た
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議
案
（
２
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に
つ
い

て
は
、
医
学
部
学
生
の
海
外

研
修
助
成
金
を
５
万
円
か
ら

10
万
円
に
改
定
す
る
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ど
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原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
議

案
（
３
）
に
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い
て
も
、
原
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さ
れ
た
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）
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学
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や
学
生
の
ク
ラ
ブ
活
動
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の

助
成
、
芝
蘭
会
館
別
館
の
宿

泊
利
用
の
今
後
の
展
望
な
ど

に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
の

上
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、

議
案
（
５
）
に
つ
い
て
も
、

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

議
案
の
審
議
終
了
後
、
光

山
会
長
か
ら
「
京
都
大
学
医

学
部
教
育
研
究
支
援
基
金

【
Ｋ
Ｍ
Ｓ-

Ｆ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
】」
の

寄
附
申
込
状
況
に
つ
い
て
の

報
告
と
、
平
成
23
年
３
月
11

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災

に
被
災
さ
れ
た
岩
手
県
、
宮

城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
の

芝
蘭
会
会
員
に
お
見
舞
い
の

手
紙
を
出
し
た
こ
と
の
報
告

が
あ
り
、
了
承
さ
れ
た
。

芝蘭会
通常総会の
お知らせ

　平成 23 年度通常総会を下記のとおり開催いた
します。
　開催には会員の 10 分の１以上の出席（委任状
を含む）を要しますので、お手数ながら、ご出席
願えない場合は、委任状に各議案に対する賛否を
ご指示の上記名捺印願い、総会日の５日前までに
ご返送くださいますようお願いいたします。

日　時	 平成 23 年６月 18 日（土）  午後３時～
場　所	 京都市左京区吉田牛ノ宮町 11-1
	 芝蘭会館 別館
議　案	 １）平成 22 年度事業報告及び
	 　　収支計算並びに財産目録について
	 ２）平成 23 年度事業計画及び
	 　　収支予算について
	 ３）副会長、評議員の選任について

発令年月日 氏　名 異動内容

H23.1.31 宮原　　亮 辞職 器官外科学呼吸器外科学講師より
京都市立病院呼吸器外科副部長へ

H23.2.1 北条　雅人 昇任 病院助教より
脳病態生理学脳神経外科学講師へ

H23.2.16 園部　　誠 採用 病院特定助教より
器官外科学呼吸器外科学講師へ

H23.3.30 中村　孝志 辞職 外科学整形外科学教授より
京都医療センター院長へ

H23.3.31 石𥔎　達郎 辞職 健康管理学健康情報学准教授より
東京都健康長寿医療センター研究部長へ

H23.3.31 藤井　隆夫 辞職 内科学臨床免疫学准教授より
同特定准教授へ

H23.3.31 西山　博之 辞職 外科学泌尿器科学准教授より
筑波大学大学院人間総合科学研究科教授へ

H23.3.31 山内　　浩 辞職 脳機能総合研究センター准教授より
滋賀県立成人病センターへ

H23.3.31 伊藤　　宜 辞職 外科学整形外科学講師より
同特定准教授へ

H23.3.31 兼松　明弘 辞職 外科学泌尿器科学講師より
兵庫医科大学講師へ

発令年月日 氏　名 異動内容

H23.3.31 田村　尚久 辞職 内科学内分泌・代謝内科学講師より
康生会武田病院部長へ

H23.3.31 波多野武人 辞職 脳病態生理学脳神経外科学講師より
福井赤十字病院脳神経外科部長へ

H23.3.31 岡田　　俊 辞職 脳病態生理学精神医学講師より
名古屋大学医学部附属病院講師へ

H23.4.1 小西　靖彦 採用 済生会神奈川県病院院長補佐より
医学教育推進センター教授へ

H23.4.1 古谷　寛治 採用 国立遺伝学研究所助教より
放射線生物研究センター突然変異機構研究部門
第二分野講師へ

H23.4.1 岡本　晋弥 採用 大津赤十字病院小児外科部長より
外科学肝胆膵・移植外科学講師へ

H23.4.1 高木　康志 採用 福井赤十字病院より
病態生理学脳神経外科学講師へ

H23.4.1 森本　尚樹 昇任 病院助教より
感覚運動系外科学形成外科学講師へ

H23.4.1 神波　大己 昇任 病院助教より
外科学泌尿器科学講師へ

H23.4.1 八十田明宏 採用 病院特定講師より
内科学内分泌・代謝内科学講師へ
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課
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秋
山
和
美

管
理
課
長　

松
本　

悼

原 稿 募 集 平成 17 年 4 月からの「個人情報保護法」の全面施
行により、個人情報の取扱いに厳しい制約が課せら
れました。つきましては会員の連絡先等のお問い合
わせは、必要理由等を明記の上、郵便または FAX
により事務局までご送付ください。電話でのお問い
合わせにはお答え致しかねますのでご了承ください。

（FAX 075-752 -4015）

●事務局から●

芝蘭会報は、会員の皆様の情報交換・意見発表の
場であります。支部活動、クラス会、会員の著書
の紹介（自薦・他薦）及び医学・医療等に関する
ご意見等を寄稿ください。なお、原稿の採用及び
掲載時期については、編集委員会で決めさせてい
ただきます。　　　　　芝蘭会報　編集委員会

　３月11日に発生した東日本大震災では同窓の皆さまからお見舞いの言葉を
いただき真にありがとうございました。また、全国から災害派遣チームや医療
救護チームにご参集いただき、厚く感謝申し上げます。
　私事、10 階の研究室は書棚が全部倒れて本と書類の海になってしまいまし
たが、幸い自宅にはさして被害がありませんでした。
　県の救急医療協議会で災害担当副会長を務めており、宮城県沖地震への
備えをテーマとして５年前に仙台で日本集団災害医学会を主宰した経緯もあっ
て、発災以来県の災害対策本部に詰めてきました。現在は県庁 16 階に支援
室を置かせていただいて、被災地のニーズを把握しながら医療救護活動と市・
町役所、保健所の支援をしています。
　予想を超える被災規模の大きさと職員の被災のために、また、通信手段や
移動手段が制約され、自治体には緊急ファンドがないこと（初めて知りました）
も相まって、県や市町の動きが遅く、１カ月たってなお避難所の実態も的確に
把握できていないのが実情です。このため、知人や団体、ユニセフ協会、関
係企業などに協力を仰ぎながら、被災者救護や市・町の活動を援けるべく、
現場の要請やニーズに迅速に対応するための活動をしています。

東日本大震災 カンパのお願い
　これまでに、衛星電話、モデム付きＰＣの供与とセットアップ、避難所巡回用
車両や原付、水タンク、トイレ清掃キャンペーン用具など、県・市が調達でき
ない物品の供与やボランティアの派遣などを行ってきました。
　この活動は発災後２週目ごろから原資なしで続けており、無償援助が得られ
ないものは研究費を充てていましたが、被災地までのタクシー代やボランティア
の食事、宿泊など、研究費で支弁できないものも多く、自費負担が重くなって
きました。このため、支援室の活動に必要な諸費用に自由に使える財源を確
保したく、もし可能でしたらカンパのご協力をいただけると幸いに存じます。
　支援室の紹介を添付します。
　　　　　　　　　http://www.dcrc.tohoku.ac.jp/wiki/index.php　
　
　カンパの受け入れ口座は下記のとおりです。
　七十七銀行大学病院前支店 店コード 255
　普通預金 口座番号 5341183  口座名義 国際保健上原鳴夫
　
　ご多忙のところ恐縮ですが、ご協力いただけると幸甚です。
　なにとぞよろしくお願い申し上げます。

　上原 鳴夫
東北大学大学院医学系研究科国際保健学分野教授（昭和 47 年卒）

宮城県災害保健医療アドバイザー　災害保健医療支援室　代表
電話 090-7320-1794

〒 980-8570　仙台市青葉区本町 3-8-1　宮城県 16 階
災害保健医療支援室 電話 022-211-3165

　( ホームページ）http://www.dcrc.tohoku.ac.jp/wiki/index.php


